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保
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資
本
主
義
経
持
が
自
由
競
争
の
段
階
よ
り
摘
し
内
の
段
階
仁
入
つ
に
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
る
る
と
こ
λ
で
あ
る
。

而
し
て
此
事
情
の
麗
化
は
経
済
四
論
、
別
し
て
慎
格
理
論
の
改
匙
の
上
に
一
の
刺
激
を
輿
ふ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
。
思
ふ
に
、
買
際
の
世
界
に
於
で
燭
ぃ
向
の
一
一
良
市
北
5
が
加
は
る
に
つ
れ
て
、
獅
占
の
聞
論
的
分
析
が
愈
で
共
意
義

を
加
ふ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
従
来
の
経
済
理
論
に
於
げ
る
共
取
扱
は
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
か
。

一
方
に
於
て
は
自
由

競
手
に
於
け
る
債
格
形
成
が
分
析
さ
れ
て
ゐ
る
。
他
方
に
於
て
は
完
杢
な
る
猫
占
に
於
り
る
そ
れ
が
分
析
さ
れ
て

ゐ
る
。
而
し
て
た
Y
、
此
二
の
極
限
の
概
念
が
相
針
立
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
止
ま
る
。
現
買
に
於
て
は
今
日
、
勿

論
完
杢
な
る
自
由
競
守
も
な
く
、
完
全
な
る
濁
占
も
な
い
。
め
る
も
の
は
に
Y

、
不
完
全
な
る
摘
占
、
不
完
全
な

る
競
争
だ
け
で
あ
る
。
競
争
、
猫
占
の
二
の
極
限
概
念
が
針
立
さ
せ
ら
れ
、
分
析
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
此
現
賓
の

経
済
を
理
論
的
に
つ
か
み
、
之
を
説
明
す
る
手
が
か
り
が
得
に
く
い
。
ぞ
こ
で
、
今
ま
で
と
は
全
〈
謹
の
道
を
と

hJ
、
競
争
濁
占
の
共
に
十
杢
で
な
い
場
合
の
債
格
形
成
を
分
析
し
て
、
そ
れ
か
ら
出
費
す
る
と
と
も
に
‘
競
守
と

澗
占
と
を
共
に
、
此
共
通
な
る
出
殺
助
、
卸
ち
中
間
的
な
る
も
の
の
二
の
極
限
と
し
て
見
る
と
い
ム
方
針
が
考
へ

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
七
五

第
削
叫
耽

::fu 



不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
倉

四
七
六

第
四
披

O 

ら
れ
る
つ
而
し
て
、
此
方
針
は
寅
質
に
於
て
、
猫
占
の
分
析
か
ら
す
う
み
、
そ
の
不
完
杢
な
る
姿
を
考
ふ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
買
の
経
梼
を
詑
明
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
す
〉
か
。

花
の
見
る
所
に
よ
る
と
、
今
や
、
此
中
間
的
な
る
も
の
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
規
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
二

の
方
針
一
か
あ
り
得
る
や
う
で
あ
る
。

一
は
、
此
不
完
杢
さ
を
市
場
、
印
ち
需
要
の
側
に
認
h
U
る
も
の
で
あ
り
、
他
は

こ
れ
営
供
給
乃
奈
生
産
の
側
に
認

U
る
6
の
で
あ
る
。
川
祉
命
日
の
金
需
要
が
完
全
に
統
一
的
な
る
一
市
場
ゃ
な
す

の
で
は
な

t
、
ぞ
れ
が
各
の
供
給
者
に
分
割
さ
れ
、
従
っ
て
各
供
給
者
に
針
す
る
一
の
部
分
需
要
が
形
成
3
れ
で

ゐ
る
と
見
る
つ
こ
れ
は
一
物
一
債
の
法
則
炉
市
場
の
分
割
、
需
要
の
分
割
の
故
に
行
は
れ
A
Y
と
見
、
従
っ
て
枇
舎

経
稗
を
一
の
不
全
競
争
と
し
て
見
る
も
の
で
あ
る
。
間
枇
命
日
的
需
要
の
分
割
、
乃
至
、
市
揚
の
分
割
hT-
前
提
と
せ

4
7
、
h
u
し
ろ
、
競
争
の
不
全
な
る
性
質
を
供
給
の
側
に
認
め
る
。

而
し
て
供
給
者
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か

ら
、
競
争
債
格
の
成
立
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
前
の
方
針
は
英
固
に
於
け
る
近
時
の
試
み
で
あ
り
、
後
者
は
た

と
へ
ば
ア
毛
ロ
グ
に
於
け
る
試
み
で
あ
る
つ
こ
れ
ら
の
試
み
は
何
れ
も
、
ま
づ
、
平
均
的
な
る
犬
き
と
限
界
的
な

る
大
さ
と
の
聯
絡
を
認
り
る
こ
と
か
ら
出
殺
す
る
と
思
は
れ
る
。

ーー

例
へ
ば
、
卒
均
牧
入
曲
線
(
質
上
高
曲
線
)
と
し
て
の
需
要
曲
線
か
ら
、
限
界
牧
入
曲
線

(-HE--m-E-25E内

2
2の
)

は
如
何
に
し
て
導
き
出
さ
る
る
か
、
卒
均
費
用
曲
線
が
奥
へ
ら
る
る
場
合
、
限
界
費
用
曲
線
は
如
何
に
し
て
求
め

特
ら
る
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
共
通
な
る
も
の
は
、
平
均
的
な
る
も
の
と
恨
界
的
な
る
も
の
と
の
聯
絡
の
委
で



あ
る
。
此
共
通
の
委
ぞ
解
明
す
る
嬉
に
は
、

マ
ア
シ
ア

Y
に
於
け
る
弾
力
性
の
概
念
が
利
用
さ
れ
る
。

今
、
需
要
曲
線
M
に
つ
い
で
考
へ
品
。
そ
の
上
の
一
鈷
P
に
於
げ
る
需
要
弾
力
性
は
、

P
に
於
げ
る
一
切
線

m
u
f軸
(
債
格
を
一
京
す
)
と
交
は
る
慰
eT
ヘ
z
軸
(
数
量
全
一
部
す
線
)
に
交
る
勤
を
T
と
す
れ
ば
、

P
艶
に
於
げ

る
需
要
嘩
力
性
の
大
き
ば
げ
一
三
-
ゐ
3
0
又
進
み
て
云
ふ
と
P
酔
却
に
於
て

y
紬
へ
の
書
学
び
き

J
の
足

h
f
J
U
E
す
れ
ば
、
此
糊
カ
性
は
ま
仁
、
一
山
↑
d
e伊
}
以
て
示

3
れ
品
。
同
様
に
し
て
そ
れ
は
、

P
よ
b
z
軸
へ
の

需
線
を
昨
と
す
れ
工
刀
一
M

に
よ
コ
ご
示

3
れ
る
。

;

1

4

』

A

一U

強
力
性
の
大
き
の
7

ア
シ
ア
ル
的
表
現
は
突
の
如
く
に
し
て
説
明
し
得
ら
れ
る
。
需
要
滞
力
性
は
、
債
格

の
費
動
率
(
今
の
場
合
、
下
世
帯
率
)
を
以
て
需
要
数
量
の
鑓
動
車
中
(
そ
の
時
唱
加
率
)
を
除
し
た
る
商
で
あ
Z
。
圃

に
於
て
僚
u

脅
か
川
か
ら
M
ま
で
に
下
落
寸
一
は
。
債
一
時
間
下
落
率
は
白
川
で
あ
る
。
こ
れ
に
臆
じ
て
需
要
が
川

か
ら

ω
士
で
増
加

r品
、
其
帥
哨
加
市
中
ば
山
山
一
川
丸
立
川
山
一
川
で
あ
品
。
議
要
帰
力
性
記
は
大
の
一
式
ド
k
t
h
J
γ
L
ポ
品

。
司
、
k
J
W
A
M
h
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h
c
h
-
:
h
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h
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C
』H
I
-
-

、ミ

c
k足

J

、〉、
|
~
v
k
〉
c
h
h
l
、』刊〉
c
h屯

C
ミ

噌
ん
川
ま
M
A

が
極
め
て
小
と
な

h
、

o
F
P
に
極
め
て
接
近
す
る
と
き
に
は
、
伊
は
P
勤
に
於
げ
る
切
線
と
な
る
o

号
の
場
合
に
於
げ
る
此
大
さ

F

-

t

i

 

的
一
川
は
f
勤
に
於
げ
る
理
力
性
を
一
示
す
。

C["， 

ミi司
、司i、
可1"

到ミ

(

岡

)

強
力
性
の
大
さ
の
意
味
は
す
で
に
明
で
あ
る
。

そ
れ
を
利
用
し
て
、

平
均
的
大
き
と
、
限
界
的
大
さ
と
の
闘
係

を
求
め
る
。
今
川
仰
を
需
要
曲
線
(
各
単
位
営
り
平
均
収
入
曲
線
)
と
す
る
。
限
界
牧
入
の
大
さ
は
、
需
要
曲
線
上
の
あ
る
大

さ
、
例
へ
ば

r
パ

F
M
だ
け
増
加
す
る
場
合
、

考
へ
得
る
。

こ
れ
と
ケ
印
ち
総
牧
入
の
増
加
分
と
の
極
限
に
於
け
る
比
率
と
し
て

Z

が
以
だ
け
増
加
す
る
な
ら
ば
債
格
は
ザ
だ
け
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。

f

と
Y
と
の
積
を
、
(
H
十
b
H
)

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
七
七

第
四
就

F

1

)
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不
全
競
争
に
つ
い
ア

第
三
十
九
谷

四
七
八

第
附
披

と
(
可
|
旬
、
)
と
の
積
か
ら
差
引
け
る
も
の
が
買
上
高
印
ち
組
牧
入
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
を
ー
に
よ
っ
て
除
し
だ
る

も
の
の
極
限
的
な
る
大
さ
加
は
次
の
式
に
よ
っ
て
示
き
れ
よ
う
。

i
h
s比九円
L
E喧
は
)
(
冷
川
区
日
7
N旬、に比円
h
ば
|
}
、

f
l
lい
p
r
N

b
M寸

b
均

D

V

7

.

、、

h
v
N
1ム
v

。

k

v

e

N

l
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c

l

i

b

-

η

l

l

v

。

町
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守
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Fig. ][ 

、J，
F
L
N

」

定
義
に
よ
っ
て
、
弾
力
性
四
は
尖
の
如

t
に
一
不
さ
れ
る
。

判

司

}

で

iu

n

h

h

v

j

i

b

-

t

e

占
亡
、

h
h
h

、

-

-

叫

会、

、
i
l
z
r
、
.

，
W

九
喝

之
を
聞
に
代
入
す
る
。

f
l士
』
-
(
に
)

(

品

〉

Z

の
増
加
に
伴
ふ
平
均
的
な
る
大
さ

y
の
特
使
化
が
直
線
を
以
て
示
5
る
る
と
き
に
は
、
次
の
如
き
闘
係
の
存
す

る
こ
と
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
問
題
と
す
る
直
線
日
か
げ
で
め
る
と
す
る
。
今
、
此
線
上
の
一
勤
P
よ
り

y
軸
に
下

せ
る
垂
線
仰
の
中
央
の
輸
を
K
Iと
す
る
。
ば
を
結
ぴ
で
そ
れ
が
P
よ
り

r
軸
に
下
せ
る
垂
線
加
と
交
は
る
苧
ぎ

と
す
る
。
数
量
(
例
へ
ば
需
要
量
必
に
於
け
る
と
き
の
、
叉
は
卒
均
的
な
る
す

L
Mで
あ
る
場
合
の
限
界
的
な

る
大
き

m
は
犯
に
等
し
い
。
定
義
に
よ
っ
て
M
又
は
仰
は

y
に
等
し
い
。

崎、日。ー」
J
1
h

1
h内

Lド
日
ミ
同
日
立

rE-

で
〈
、

m

m

C

〉「

2

H
」、

1
H
!
H
h
h町、
l
h
、
引
』
「
h

副

〆肉、

~ 

) 



x 

'J. I 

7 

J 
t 

〆

で
あ
る
場
合
に
は
、

げ
上
の
何
れ
の
結
を
と
る
も
、
上
に
述
べ
た
や
う
な
閥
係
が
め
る
か
ら
、
直
線

ば
は
限
界
的
な
る
大
さ
明
を
あ
ら
は
す
線
で
あ
る
。
庁
が
平
均
の
線
で
あ
る
に
劃

E 

し
、
江
は
限
界
の
線
で
あ
る
。
而
し
て
、
進
み
て
失
の
事
を
云
ひ
う
る
。
曲
線
M

が
平
均
的
な
る
大
さ
を
一
ポ
す
曲
線
(
白
2
5
m口

2
3巾
)
例
へ
ば
需
要
曲
線
で
あ
る

と
す
る
J

そ
の
一
一
期
P
に
於
け
る
切
線
を
げ
と
す
る
と
き
に
は
、

界
的
な
る
大

3
併
は
叫
に
等
し
い
。

P
に
於
け
る
限

だ

Y
平
均
的
な
る
も
の
が
M
の
畑
〈
曲
線

怖
の
軌
跡
が
叫
の
加
古
直
線
佐
な
さ
や
、

一吉川
Y
限
界
曲
線
が
告
側
川
公
以
て
示
せ
る
も
の

平
均
的
な
る
大
き
即
ー
は
り
ー
ね
に

α土
品
一
回
ら
加
と
の
和
の
二

分の
の 3m

lこ-(手
等 2/J)
しら
L 、づ

'-
と 1，
も t
亦説
明ベ
で j'
めあ
る'J ~ 
o 
，-， 

ろ
か
ら同
同

~
J
-只

H
N
U
N
+
2
r
l
i
(
N
R
tと
コ

H
l
l〈
内
、
十
丸
、
。
十
円
』
同
)
日
l

川
(
ミ
+
ミ
。

N
 

(

A

M

V

 

平
均
的
な
る
大
さ
と
限
界
的
な
る
大
さ
の
聯
絡
に
闘
す
る
珠
備
的
知
識
を
遮
べ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
謹
み
て
、

枇
合
経
済
bn}
多
占
(
勺

c
q
E
q
二己ロ
ZEn--町田

種
の
不
全
な
る
濁
占
と
し
て
見
る
ア
モ
ロ
ゾ
の
見
方
を
考
へ
て
み
よ
う
。

冨

2
0
句。一
の
意
味
に
於
け
る
)
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、

ア
モ
ロ
ゾ
は
ま
づ
債
格
と
限
界
費
用
と
の
闘
係
に
闘
す
る
古
典
振
の
見
解
が
現
代
の
事
買
を
説
明
す
る
に
足
ら

十
と
す
る
。
そ
れ
に
あ
っ
て
は
、
債
格
は
限
界
費
用
に
等
し
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、

不
全
競
争
に
つ
い
て

一
の
生
産
者
の
供
給
額

第
三
十
九
谷

第
四
時
制

四
七
九

Joan Robinson， Economicsυf ImpeIf~εct Competition， 1933.. p. 55， 62 2) 



不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
丸
谷

四
八

O

第
凶
特
訓

四

の
増
減
が
債
格
の
上
に
何
等
の
作
用
を
及
ぼ
さ
，
さ
る
場
合
(
従
ワ
て
企
業
の
数
が
E
こ
ま
で
も
可
国
型
的
な
る
場
合
)
に
於
て
の
み

め
で
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
如
〈
産
業
の
集
中
が
進
み
、

従
っ
て
一
の
企
業
の
供
給
数
量
の
麓
化
が
債
格

の
上
に
影
響
を
及
ぽ
す
揚
合
仁
つ
い
て
は
、

此
公
式
い
か
め
で
は
ま
り
得
な
い
。

ア
モ
ロ
ゾ
「
ど
の
っ
て
は
、
競
争
と
猫
白
土
の
封
立
が
生
産
者
乃
至
供
給
者
の
固
定
的
で
あ
石
か
、
可
出
世
的
T
め
る
か
の
封
立
?
あ
る
。
之
に
封

し
て
、
ク
ル
ノ
オ
ド
あ
っ
て
は
、
主
(
封
立
が
ま
産
者
般
の
一
(
又
は
金
厳
)
と
多
と
の
樹
立
で
あ
る
。
パ
レ
Z

ト
に
於
て
、
一
企
業
の
供
給
敬
量
の

襲
化
乃
豆
其
態
度
が
償
絡
の
土
に
作
用
を
及
ぼ
す
か
否
か
L
し
云
ふ
勤
に
、
此
ニ
の
区
別
が
認
め
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
貨
で
あ
る
。
こ
〉

に
は
そ
れ
に
つ
い
亡
持
論
し
な
い
。

ムコル
ι
生
産
物
裁
量
、
断
念
巧
ぞ

ω
総
生
産
費
と
す
れ
ば
dv
は
限
界
費
用
で
あ
与
。

同
日
、
h

l
『

(
h
)
生
産
者
は
線
利
潤
J

を
極
大
に
し
よ
う
と
す
る
が
、

僚
格
を

P
と
し
、

組
利
潤
を

f
と
す
れ
ば

そ
の
僚
件
は
限
界
利
潤
f
が
零

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

同、

H

h

:

ぼ
-
L
U
A
U

色
村

(

巴

)

こ
れ
は
ア
モ
官
、
ゾ
が
η
ノカ

Y
ド
の
偲
定
、
、
H
川、
1
3
h
)
H、
|
誌
に
劃
立
さ
せ
て
、
自
ら
主
張
し
た
る
と
こ
ろ
で

p'が
Z

の
麓
化
に
閥
係
な
し
と
云
ふ

y
カ

Y
V
の
前
提
を
除
〈
と
き
に
は
、
而
し
て
、
債
格
が

r
の
動
き

に
つ
れ
て
特
捜
化
す
る
こ
と
を
認
む
る
と
き
に
は
、
営
然
ア
弔
ロ
グ
の
公
式
に
到
達
す
べ
き
で
め
r

る。

リ
力
ル
ド
の
前
提

hukh句
l
o
(
)

か
ら
嘗
然
、
H
h
l
E
、守
)
H
L
S
l
語
が
得
ら
れ
る
。

F
が
r

の
描
型
化
じ
よ
っ
て
醐
霊
化
す
る
も
の
と
す
る
Q

だ

と
へ
ば
、
H
h
h
)

で
ゐ
る
と
す
る
。
k
r
L
U
N
O
(匂
)
t
u
q
{
)
1
0
(
占)喝、、
n
d
A
N
)
T
h
l
岳
、
(
)
債
格
F
が
z
を
含
む
と
こ
ろ
の
X
の
函
鞍
で
め
る
こ

と
を
許
す
な
ら
ば
『
H
h
t

将
i
E
と
な
る
。

G
h
 

さ
て
uv-b
は

z
に
闘
す
毛

P
の
偏
徴
係
数
で
め
る
。
枇
舎
の
金
需
要
を
v
A

と
し
、
こ
の

X
は
問
題
と
す
る
企
業

あ
る
。

Amoros:o， La cunTa statistica di offerta， Giornale clegli eco:nomisti， 193o~ p. 9・3) 



の
生
産
物
数
量

z
及
び
他
の
諸
企
業
の
そ
れ
ら
、
、
・
:
:
の
和
で
あ
る
と
す
る
。
人
ベ
リ
-H
十回目、+同::・
3
う
す
る
と
、

Z

の
盤
化
に
伴
ふ
償
格
の
動
き
笠
批
は
、
需
要
方
程
式
、

H
S
H
)
を
基
礎
と
し
て
次
の
如
く
に
一
不
き
る
る
は
A
V

で
あ
る
。

国!山
代 1""
11 

N...i ... ， 
~I 、

'" I '" 内!~

一
企
業
の
生
産
物
数
量

z
が
増
減
す
る

rけ
金
生
産
物
数
量
X
が
増
減
す
る
時
に
は
ば
一
む
は
一
と
な
る
。
従
つ

し

印、み

hq

h

l

l

j

 

q
代

九

、

J
F

-

町

旬

、

一

ふ

k

、U
K
+
h
l
1
1
l
E
u
b

h
』旬、〆

(

吋

〉

然
る
に
定
義
に
よ
っ
て
、
需
要
曲
線
の
開
力
性

z
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
閥
係
が
あ
る
。

t
i
p
d

ぺ

k
J
3

仰

け

u

，，

t伊
l
l
l
L
r
1
i

h-

ペ

L
B

之
を
mw
じ
挿
入
す
る
。

、ふ

s:;1必

11 

c 
、=

九

記

l

N

h

m

w

円

、

肉

〆

，E
C

、

ア
モ
ロ
グ
に
と
っ
て
は
方
程
式
問
の
示
す
と
こ
ろ
は
一
般
的
原
別
で
あ
る
。
而
し
て
、

y
カ

Y
ド
の
見
解
Q
H
3
)

は、

x
e
f
無
限
大
と
み
れ
ば
、
却
ち

r
の
量
化
が
債
格
の
上
に
麓
化
ぞ
来
き
十
と
み
れ
ば
、
同
か
ら
の
必
然
の
臨

結
で
あ
る
。
猫
占
の
場
合
に
於
て
は
、

X
と
z
y
p
』
は
相
等
し
い
。
そ
れ
ゆ
乏
に

-
l草

l

、

、
"

q 
、守

(

∞

同

)

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
/¥ 

第
四
披

五



不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
i¥. 

第
閥
抗

一占ノ、

と
な
る
。
而
し
て
こ
れ
は
ま
5
し
く
、
賞
質
に
於
て
は
、
濁
占
債
格
に
闘
す
る
ク

Y

ノ
オ
の
法
別
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
の
結
果
は
、
卒
均
的
な
る
も
の
か
ら
、
限
界
的
な
る
も
の
を
導
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
る

結
果
と
相
一
致
す
る
。
濁
占
慣
格
の
落
ち
つ
く
所
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
限
界
牧
入
、
印
ち
最
後
の
単
位
に
依
存
す

る
牧
入
(
資
上
高
)
が
限
界
費
用
に
等
し
き
と
こ
ろ
ま
で
生
産
は
療
張

3
れ
、
師
同
格
は
此
生
産
物
数
民
主
に
臆
中
る
と
こ

ろ
に
定
ま
る
。
何
と
な
れ
ば
、
限
界
枇
λ
が
限
界
費
用
よ
り
も
大
な
ら
ば
、
生
産
が
更
に
憤
張
ぎ
る
る
で
あ
ら
う

し
、
眼
界
牧
入
が
限
界
費
用
よ
り
小
な
ら
ぽ
生
産
は
縮
小
生
」
ヲ
ゆ
る
で
あ
ら
う
じ

勿
論
こ
れ
は
貸
別
一
比
増
の
場
合
-
γ

考
へ
て
述
べ
た
る
事
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
も
亦
同
様
で
ゐ
る
。
然
る
に
限
界
牧
入
の
大
き
は
、

前
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
。
限
界
牧
入
の
大

3
m
は
方
程
式
に
於
て
、

y
を
債
格
に
よ
っ
て

置
き
か
ふ
る
豪
か
ら
得
ら
れ
る
。

宅

a
I
h
-
-
N
l
開

〈

唱

)

然
る
に
但
定
に
よ
っ
て
限
界
牧
入
問
は
限
界
費
用
問
に
等
し
か
る
べ
き
は
中
で
あ
る
。
故
に
二
者
を
相
等
し
〈

置
〈
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
る
方
程
式
日
は
制
に
外
な
ら
ぬ
。

也、。
H
リ
L
q
h

nト

(
E
)
 

ア
モ
官
。
ソ
は
更
に
進
み
て
、
複
占
債
格
の
形
成
、
競
争
に
於
け
る
供
給
曲
線
の
分
析
を
試
み
て
ゐ
る
が
、
こ
』

に
は
そ
れ
ら
に
論
及
せ
ぬ
。
た
Y
方
程
式
刷
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
る
内
容
や
-
以
て
、
使
格
と
費
用
と
の
闘
係
に
闘



す
る
一
般
法
則
と
な
し
、
自
由
競
争
ム
」
完
全
な
る
濁
占
と
は
こ
れ
が
支
配
し
う
る
特
殊
の
場
合
で
あ
る
と
見
な
し

て
ゐ
る
J

此
際
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
市
場
の
需
要
が
各
企
業
の
魚
の
部
分
需
要
に
ま
で
分
割
さ
れ
や
、
競
争

の
不
全
さ
が
一
に
、

一
企
業
の
生
産
の
伸
縮
に
よ
っ
て
債
格
の
品
硬
化
す
る
こ
と
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
ろ
賄
で
あ
る
。

従
っ
て
、
枇
命
日
経
済
の
全
躍
は
、
上
に
述
べ
た
る
が
却
さ
多
占
と
し
て
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
。

四

ケ
ン
プ
ソ
ッ
ヂ
皐
振
の
最
近
の
傾
向
に
於
て
は
前
い
い
述
べ
た
る
が
如
〈
、
需
要
乃
五
市
場
の
分
割
が
前
提
と
き

れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

一
冷
の
企
業
叉
は
供
給
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
ゃ
の
需
要
又
は
市
場
伝
も
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て

此
前
宴
に
針
し
C
は
一
一
舗
の
濁
占
者
1
し
C
立
っ
と
も
見
る
べ
き
J

じ
め
ら
う
。
h

九一〉、

;;・
!
i
p
j
F
I
L
I
-
-
;

河
リ
九

d
l

、1n
F
j主
川
町
明
信
ム
コ
J
ピ
1
h
f

i
J
t
J
f
E
F
t
F」
7
u

れ
完
全
に
相
孤
立
し
た
る
色
の
で
は
な
い
、
債
格
の
開
き
に
よ
っ
て
容
易
に
一
方
の
需
要
か
ら
他
方
の
需
要
に
流

一
定
の
需
要
を
も
っ
と
こ
ろ
の
燭
占
の
場
合
に
比
す

れ
こ
む
。
従
っ
て
、
他
の
企
業
の
態
度
如
何
に
拘
は
ら
令
、

る
と
、
此
知
に
於
て
著
し
〈
不
全
な
る
を
兎
れ
な
い
。
一
石
は
Y

一
種
の
不
全
な
る
濁
占
と
し
て
債
格
形
成
の
一
般

的
場
合
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
而
し
て
、
此
立
場
(
例
へ
ば
ジ
ア
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
立
場
)
に
於
て
は
、
平
均
的
な
る
も

の
と
限
界
的
な
る
も
の
と
の
闘
係
を
以
て
、
考
察
の
中
心
と
な
し
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
か
冶
る
濁
占
領
格
を
説
明
し

よ
う
と
す
る
。

同
様
な
る
こ
と
を
、
繰
返
し
て
述
べ
よ
う
3

所
謂
博
統
的
経
済
皐
に
於
け
る
自
由
競
争
の
偲
定
は
こ
の
こ
と
を

意
味
し
て
ゐ
4
9
0

一
は
極
め
て
多
数
な
る
企
業
の
存
在
で
あ
る
。
他
は
完
全
な
る
市
場
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
う

不
全
競
争
に
つ
い
「

第
三
十
九
巻

四
;i.. 

第
四
務

ーじ



不
全
競
争
い
つ
い
で

第
三
十
九
巻

丹、

第
四
時
帆

四
八
四

ち
、
前
の
傑
件
は
み
た
さ
れ
易
い

(
ア
モ
ロ
ゾ
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
傑
件
の
み
た
き
る
る
こ
と
の
悶
雄
の
み
が
重
脱
さ
れ
て
ゐ
昌
三
郎

中

b

、
一
企
業
の
生
産
の
増
減
は
金
供
給
の
増
減
の
上
に
著
し
い
作
用
を
も
た
ぬ
Q

と
こ
ろ
が
完
会
な
る
市
場
の
想

定
は
原
理
的
に
寅
際
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
。
第
一
に
、
顧
客
炉
支
排
ふ
べ
き
運
註
費
用
の
差
異
が
め
る
。
従
っ
て
‘

債
格
を
低
下
す
れ
ば
直
に
念
速
に
他
の
供
給
者
か
ら
需
要
診
股
肱
し
謹
寸
7
Y
一
云
ひ
が
た
い
。
次
仁
、
府
舗
の
信
用

又
は
屋
銃
の
作
用
が
め
る
。
第
三
、
サ
ア
ピ
ユ
の
差
異
が
め

h
、
第
四
恥
康
告
の
作
用
が
め
る
。
こ
れ
ら
の
諸
事

情
は
必
や
市
場
d
M
4

不
完
全
な
る
も
の
I
C
寸
5
0
か
く
て
、

一
+
の
供
給
者
は
完
全
な
る
市
場
に
供
給
す
る

t
い
ふ

よ
り
も
、
制
限
さ
れ
仁
る
、
自
己
の
み
に
奥
へ
ら
れ
た
る
需
要
に
劃
し
て
供
給
す
名
。
か
巴
、
〉
る
事
情
の
下
に
於
け

忍
債
絡
の
形
成
は
、
勢
ひ
、
調
占
領
格
の
原
理
に
従
っ
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
リ

自
由
競
守
に
於
け
忍
債
格
の
形
成
と
現
宜
の
桓
梼
に
於
け
る
債
格
の
形
成
と
の
差
異
は
、
前
に
述
べ
た
る
が
如

〈
、
ア
モ

ロ
グ
に
め
つ
て
は
、
債
格
と
限
界
費
用
と
が
相
等
し
き
か
、
又
は
相
等
し
か
ら
中
し
て
、
ぞ
の
聞
に

ム
j

・
山
ー
だ
け
の
聞
き
を
存
す
る
か
の
鈷
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
ケ
ン
プ
と
ヂ
皐
波
中
に
於
て
、
前

速
の
立
場
を
と
る
も
の
、
だ
と
へ
ば
ロ
ピ
ン

y
ン、

提
と
し
て
出
殺
す
る
が
故
に
、
常
に
よ
小
U
M

で
み
の
る
か
ら
、
此
聞
の
聞
き
が
濁
占
の
場
合
に
於
け
る
や
う
に
、
よ
己

』
ロ
ッ
ド
な
ど
は
、
佃
ι
干
の
企
業
に
奥
へ
ら
る
る
需
要
を
前

L
」
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
他
の
企
業
に
奥
へ
ら
る
る
需
要
と
此
企
業
の
も
つ
需
要
と
の
聯
絡
は
つ
ね
に
、
需

要
弾
力
性
e
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
る
委
と
な
っ
て
ゐ
る
。

卒
均
の
大
さ
と
限
界
の
大
さ
と
の
分
析
か
ら
次
の
如
、
き
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
(
ロ
ビ
ン
ソ
シ
)

O

競
争
が
完

4) Joan Robi目。n，op. cit.， p. 89-90. 



杢
で
あ
る
と
き
に
は
、
従
っ
て
前
に
述
べ
た
る
こ
の
傑
件
が
み
た
さ
れ
て
あ
る
時
に
は
、
債
格
は
限
界
費
用
に
等

し
く
、
而
も
此
限
界
費
用
は
平
均
費
用
に
等
し
い
。
ず
な
は
ち
、
完
全
な
る
自
由
競
守
に
於
て
は
、
債
格
は
最
低

生
産
費
に
落
ち
つ
く
。
而
し
で
最
低
生
産
費
邸
ち
最
小
な
る
平
均
生
産
費
と
云
ム
の
は
、
卒
均
費
用
と
限
界
費
用

と
の
相
等
し
き
と
こ
ろ
、
一
五
ひ
か
ふ
れ
ば
卒
均
費
用
曲
線
、
と
限
界
費
用
曲
線
正
相
交
叉
す
る

E
こ
ろ
で
あ
る
。
此

二
曲
線
の
相
交
は
る
知
に
於
て
、
平
均
費
用
は
最
小
と
な
る
。

平
均
費
用
の
最
小
な
る
黙
に
於
て
比
二
の
曲
線
の
相
交
叉
す
る
こ
と
は
、
種
々
な
る
方
面
か
ら
説
明
せ
ら
れ
得
ょ
う
。
前
週
の
説
明
か
ら
色
突
の

知
〈
に
推
論
し
凶

Z
。
平
均
の
大

Z
?と
し
叫
弗
の
大
さ
を
川
と
す

f
u
J
I、
ー
ふ
ー
の
式
が
前
提
?
と
さ
れ
て

d-B平
均
貧
困
川
の
最
小
な

る
拡
に
於

τは
J
J
l
u
o
従
つ
戸
ー
山

l
u
ミ
H
V
と
一
三
結
論
一
日
得
ら
れ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
闘
一
市
に
つ
い
て
云
;
、

M
L
U
N
E
の
一
一
の

在
線
が
ご
民
「
る
し
、
従
つ
ご
f

し
は
μt

財
の
上
に
重
な
る
ト
ら
、
し
い
リ
可
L
N
1
7
4
J
2
2
0

而
ノ
て
、
平
均
投
用
陶
線
上
の
他
の
任
意
の
吋
に
於

て
は
、
上
に
湛
べ
た
る
が
却
き
傑
件
が
み
だ
き
礼
子
山
l

l

?
な
い
か
ら
、
限
界
費
用
ば
平
均
費
用
と
等
J

く
な
い
。
印
ち
二
の
曲
線
は
比
一
千

均
費
用
の
最
る
小
な
る
拡
に
於
て
交
叉
す
る
。

競
宇
一
か
不
完
全
で
あ
り
、
従
っ
て
、

一
の
供
給
者
が
自
分
だ
け
の
需
要
を
も
っ
場
合
に
於
て
は
、
詳
し
〈
云
へ

ぱ
、
個
別
的
に
し
て
遁
降
的
な
る
需
要
を
色
っ
と
き
に
は
、
事
揺
が
ち
一
か
つ
て
来
る
。
此
場
合
、
市
場
が
不
完
全

で
あ
る
ま
・
3

に、

そ
の
健
件
の
下
に
於
て
、
競
守
が
十
分
に
行
は
る
る
と
と
も
出
来
る
し
、

叉
同
様
な
る
傑
件
の

下
に
於
て
、
他
の
企
業
の
競
争
に
入
り
こ
む
こ
と
の
排
除
さ
る
る
場
合
も
あ
る
。
ぞ
の
何
れ
で
あ
る
か
は
、
市
場

の
不
完
全
な
る
こ
と
の
根
壌
の
何
で
あ
る
か
に
依
存
す
る
で
あ
ら

h
o
此
場
合
、
競
争
が
十
分
で
あ
る
な
ら
ば
、

二
の
保
件
が
み
た
き
る
る
こ
と
を
要
す
る
。
ぞ
の
一
。
限
界
費
用
が
限
界
牧
入
に
等
し
い
こ
左
。

そ
の
一
一
。
平
均

費
用
が
平
均
牧
入
に
等
し
き
こ
と

第
一
の
僚
件
に
よ
っ
て
、

一
の
企
業
が
共
生
産
を
蹟
張
も
縮
小
も
し
な
い
こ

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
八
五

第
四
娩

九

Ql1arterly 5) J王arrod，op. d t.， P・457・Doctrinesof Jrnperfect Competi tion， 1934， 
JOl!rnal of Economics， lvlay. 1934 



不
全
競
智
に
ワ
い
て

第
三
十
九
巻

四
八
六

第
四
拡

O 

と
、
帥
ち
そ
れ
だ
け
で
は
均
衡
の
肢
態
に
あ
る
こ
と
が
保
註
さ
れ
る
。
第
二
の
僚
件
に
よ
っ
て
、
各
産
業
金
曜
日
か
均

衡
の
肢
態
に
め
る
こ
と
が
保
寵
さ
れ
る
。
若
し
、
第
二
の
保
件
が
み
に
さ
れ
ぬ
な
ら
ば
、
新
な
る
企
業
が
競
争
者
と

し
て
入
り
こ
な
で
あ
ら
う
。
而
し
て
新
な
る
企
業
が
競
争
に
入
り
こ
作
一
こ
と
な
し
、
正
一
五
ふ
傑
件
の
下
に
於
て
は
、

な
ら
び
に
そ
れ
が
入
り
こ

b
と
云
ふ
保
件
の
下
に
於
て
、
ぞ
れ
一
七
れ
、
次
の
如
く
に
師
団
格
が
定
ま
る
で
あ
ら
う
。

債
格
は
限
界
枚
入
と
限
界
技
用
と
の
相
等
し
き
と
こ
ろ
に
定
ま
る
。
こ
れ
は
、
新
し
き
企
業
の
離
守
の
除
外
3

れ
た
る
場
合
に
つ
い
て
云
び
う
る
事
で
め
る
。
市
し
て
此
際
一
見
に
何
等
の
新
し
き
制
限
を
も
っ
け
加
ふ
る
こ
と
か
ι

今
次
の
固
に
於
て
宣
伝
[
〈
)
、

M
ぞ
需
要
曲
線
却
ち
平
均
肱
入
曲
線
、
加
を
限
界
山
収
入
尚
一
線
、
正

宇
佐
平
均
費
用
曲
線
、

k
s
e
限
界
費
用
曲
線
と
す
る
。

m
K
の
雨
尚
一
線
が
H
に
於
て
相

交
は
予
と
す
る
。
万
に
於
け
る
ぽ
軸
へ
の
垂
線
の
一
議
へ
の
交
仲
間

85れ
ぞ
れ
、

P

M
と
す
る
。
加
は
供
給
数
量
、

M
ま
定
ま
る
べ
き
債
拾
で
あ
る
。

P
H
よ
り
げ
軸
へ

l

F

t

 

の
そ
れ
ぞ
れ
の
垂
線
が
W
軸
に
交
は
る
姑
を
F
G
と
す
る
。
超
過
利
潤
の
大
さ
は
、

必
要
'
と
せ
ぬ
。F 

f 
o 

、
とと
寸1

だ
け
で
あ
る
。
か
〉
る
事
情
は
前
述
の
如
〈
、
新
し
き
企
業
が
競
宇
の
中
に

入
り
こ
ま
?
と
云
ふ
僚
件
の
下
に
於
て
の
み
、
あ
て
は
ま
る
。
さ
う
で
な
い
な
ら
ば
、

此
超
過
利
潤
に
よ
っ
て
別
の
企
業
が
競
守
の
中
に
入
り
こ
h
u
と
共
に
、
此
企
業
に
と
っ
て
の
需
要
曲
線

曲
線
ま
で
も
)

(
或
は
費
用

い
か
改
め
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
此
際
注
意
す
べ
き
は
、
受
用
曲
線
が
す
べ
て
長
期
費
用
曲
線
(
U

ユ
ナ
イ
ダ

ア
の
い
は
ゆ
る
計
章
費
用
曲
線
及
び
ぞ
れ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
る
限
界
費
用
曲
線
)
を
意
味
す
る
と
と
で
あ
る
。
短
期
費
用
曲
線
を
考



へ
合
せ
る
と
問
題
が
徐
り
に
複
雑
な
る
も
の
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
切
り
離
さ
う
と
思
ふ
。
こ
れ
は
長
期
均
衡
偵

格
を
問
題
と
す
る
知
か
ら
の
便
宜
に
出
づ
る
。

次
に
、
他
の
新
し
き
企
業
が
競
守
に
入
り
こ
れ
U

場
合
を
考
へ
る
。
此
場
合
に
於
て
も
、
均
衡
が
成
立
し
得
る
魚
に

は
、
前
の
場
合
に
於
け
る
が
如
〈
、
川
限
界
牧
入
と
限
界
費
用
は
相
等
し
〈
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
閉
症
み
て
ま
た
、

平
均
牧
入
(
債
格
)
と
平
均
費
用
と
は
相
等
し
き
こ
と
を
要
す
る
。
も
し
さ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
而
し
て
例
へ
ば
起

過
利
潤
が
あ
る
な
ら
ば
新
し
き
企
業
が
競
一
学
に
入
り
こ
な
に
至
り
、
此
超
過
利
潤
を
な
く
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の

こ
と
は
廃
業
ー
や
間
企
通
じ
て
均
衡
が
成
立
す
，
Q

所
以
の
幌
件
で
J

の
る
。
た
Y

此
二
の
係
件
は
、
前
に
述
べ
仁
る
如

く
自
由
競
A

川
引
に
於
げ
る
均
衡
に
あ
っ
て
も
充
怠
る
べ
き
も
の
で
め
る
‘
か
、
に
ピ
〉

ぞ
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
債
格
と
限
界
牧
入
と
の
一
致
せ
r
d

る
こ
と
で

あ
る
。
完
全
な
る
自
由
競
争
に
あ
っ
て
は
、
需
要
曲
線
の
弾
力
性
が
無
限
に
大

阿

Y 

で
あ
り
、
債
格
は
つ
ね
に
限
界
牧
入
と
一
致
す
る
。
そ
れ
故
に
、
限
界
牧
入
と

Fig 

限
界
費
用
と
が
一
致
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
後
者
が
債
格
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ

る
。
而
し
て
此
場
合
に
於
て
は
さ
う
で
な
い
。

此
二
の
健
件
は
一
定
の
企
業
の
需
要
曲
線
が
平
均
費
用
曲
線
の
切
線
で
あ
る

と
き
に
、
み
に
き
る
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ピ
シ

。

F
 

y
y
に
よ
っ
て
次
の
如
〈
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
需
要
曲
線
が

E
こ
で
で
も
つ
の
値
如
何
に
拘
は
ら
宇
)
平
均
費
用
曲

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

第
四
時
踊

問
八
七

Robinson， op. cit.， p. 94 



不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
T .. 
i¥. 

第
四
時
抗

線
の
下
に
あ
る
な
ら
ば
、
会
く
生
産
の
行
は
る
る
わ
け
は
な
い
。
需
要
曲
線
が
E
こ
で
で
も
卒
均
費
用
曲
線
の
下

に
あ
る
な
ら
ば
、
生
産
物
数
量
の
如
何
に
よ
っ
て
は
正
常
的
な
ら

5
る
利
潤
が
得
ら
れ
る
。
市
し
て
、
企
業
は
此

超
過
利
潤
の
最
大
な
る
と
こ
ろ
に
生
産
物
数
量
を
定
め
、
そ
れ
だ
け
営
供
給
す
る
。
た
Y
需
要
曲
線
が
平
均
費
用

曲
線
に
切
寸
る
と
き
に
、
利
潤
は
正
常
的
で
あ
る
。
而
し
て
、
若
し
、
此
企
業
の
需
要
由
腕
が
卒
均
費
用
曲
腕
の

上
に
あ
る
な
ら
ば
、
新
企
業
が
競
争
に
入
り
こ

U
か
ら
、
需
要
曲
線
が
低
下
し
て
、
平
均
費
用
曲
線
に
切
す
る
に

去
っ
て
止

b
T
め
ら
う
。
同
し

τ此
生
産
物
故
A
F一
い
於

cu
限
界
枇
入
曲
腕
ー
と
限
界
摂
用
曲
綿
し
r

相
変
叉
寸
る
こ

と
は
、
前
述
の
説
明
か
ら
容
易
に
推
知
さ
れ
得
る
。
此
後
の
勤
は
次
の
如
く
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
二
の
卒
均

曲
線
の
切
結
が
P
で
あ
る
と
す
る
。

各
の
限
界
的
な
る
大
3
(限
界
収
入
と
限
界
費
用
)

は
P
に
於
け
る
切
線
の
勾
配

(
従
っ
て
灘
力
性
の
大
さ
)
に
よ
っ
て
定
ま
る
か
ら
、
相
等
し
い
。
切
鮪
以
外
の
勤
に
於
て
は
此
勾
配
が
異
な
る
か
ら
相

等
し
く
な
い
。
帥
ち
二
曲
線
は
此
生
産
物
敷
量
に
於
て
交
叉
す
る
。
同
様
の
こ
と
を
、

A

ロ
ッ
ド
は
次
の
如
〈
に

説
明
し
て
ゐ
る
。
若
し
、
二
の
卒
均
曲
線
に
臆
守
る
二
の
限
界
曲
線
の
各
の
大
き
が
相
等
し
く
、
且
つ
二
の
卒
均

曲
線
の
大
さ
が
相
等
し
い
な
ら
ば
、
平
均
曲
線
の
勾
配
も
ま
た
、
此
鈷
に
於
て
は
相
等
し
い
は
十
で
あ
る
。
従
っ

て
平
均
費
用
曲
線
と
需
要
曲
線
と
は
、
均
衛
的
生
産
額
P
に
於
て
相
切
す
る
。

要
す
る
に
、
他
の
企
業
の
競
守
を
と
り
入
れ
て
考
ふ
る
'
と
き
、
即
ち
十
分
な
る
均
衡
に
於
て
は
、
卒
均
費
用
出

線
と
需
要
曲
線
と
が
相
切
し
、
従
つ
で
限
界
費
用
正
限
界
牧
入
と
が
相
等
し
い
。
こ
れ
が
不
完
全
な
る
競
争
に
於

げ
る
均
衡
債
格
で
あ
る
。
な
ほ
一
度
繰
返
し
て
遮
べ
よ
う
。
市
揚
の
不
完
全
な
る
場
合
、
他
の
新
な
る
企
業
が
競

I-IarTod， op. cit.， p・459・7) 



争
に
入
り
こ
ま
ぬ
も
の
な
ら
ば
、
超
過
利
潤
あ
る
が
ま
〉
仁
、
限
界
費
用
が
限
界
牧
入
に
等
し
い
っ
け
れ
ど
も
、

ぞ
れ
が
競
争
に
入
り
こ
む
も
の
な
ら
ば
、
平
均
賓
用
曲
線
が
需
要
曲
線
と
切
す
る
と
こ
ろ
に
債
格
が
定
ま
る
ロ
前

の
場
合
に
於
て
は
、

ま
さ
し
く
濁
占
の
場
合
に
於
け
る
と
相
同
じ
き
債
格
の
定
ま
り
方
で
あ
る
、
若
し
、
此
個
別

企
業
の
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
、
却
ち
部
分
的
な
る
需
要
の
姿
、
印
ち
需
要
凶
教
が
他
の
企
業
の
競
争
如
何
か
ら

調
立
で
め
る
も
の
と
言
葉
通
り
に
見
ら
れ
得
る
な
ら
ば
。
後
の
場
合
に
於
て
は
、
債
格
が
自
由
競
争
と
濁
占
と
の

二
の
相
場
合
じ
比
し
て
、

会
〈
異
な
れ
る
仕
方
に
於
て
定
ま
る
コ

ハ
ロ
ヴ
ド
ば
不
全
競
争
に
於
げ
る
債
格
決
定
の
也
の
仕
方
を
湛
べ
て
ゐ
る
。
山
第
一
。
若
し
、
長
期
費
用
曲
線
の
最
小
鈷
に
於
亡
限
界
牧
人
と

限
界
質
用

E
が
一
致
す
る
な
ら
ば
、
越
池
利
潤
が
そ
の
土
、
三

H

布
す
し
て
長
期
均
耐
と
一
円
以
し
待
る
。
制
し
て
、
此
超
過
利
潤
の
偽
に
、
新
企
業

の
競
争
は
生
U
な
い
か
。
此
問
題
に
は
一
概
に
答
へ
難
い
。
そ
れ
は
市
場
の
不
完
全
が
何
い
由
来
す
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

(
ヨ
悶
・
4
同
)
若
し
競
争
を
と

h
入
れ
て
考
ふ
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
需
要
曲
線
の
低
下
に
よ
っ
て
第
三

ω場
舎
に
う
つ
る
。
向
第
一
一
。
限
界
費
用
曲

線
が
費
用
最
小
鈷
(
即
ち

4
2目ロ
5
2
5
3
の
右
に
於
て
限
界
牧
入
曲
線
と
交
は
る
こ
と
が
あ
る
。
此
場
合
に
於
て
は
、
貧
用
最
小
勤
を
こ
え
て
ま

で
生
産
が
捕
援
き
る
、
か
ロ
官
仙
の
解
揮
は

E
こ
ま
で
正
じ
い
か
、
断
定

し
得
な
い
げ
れ

E
も
、
私
の
見
る
限
り
、
ハ
ロ
ツ
ド
の
立
場
?
は
己
の
撰

張
を
否
認
し
得
る
論
擦
は
な
い
は
や
で
あ
る
。
た
Y
此
場
合
、
他
の
新

し
き
企
業
の
競
争
に
入

b
こ
む
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
需
要
曲
線
は
低

下
す
る
で
あ
ら
う
し
、
ニ
の
限
界
曲
線
は
左
に
移
動
す
る
。
而
し
て
第

一
、
第
三
の
何
れ
か
の
場
合
に
蹄
着
す
る
で
め
ら
う
。
問
第
一
二
。
二
の

限
界
曲
線
が
生
産
費
最
小
姑
の
左
に
於
で
交
叉
す
る
場
合
に
つ
い
て
は

拐
に
木
丈
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ハ
ロ
ツ
ド
の
見
解
色
、
そ
の

範
周
を
出
で
ぬ
。
結
局
こ
れ
ら
三
の
場
舎
を
通
じ
て
の
根
本
原
則
は
.

1¥11.. 
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不
全
競
学
に
う
い
て

第
三
十
九
谷

四
九
O

第
四
時
恥

問

「
債
格
は
限
界
費
用
と
限
界
収
入
の
相
等
し
き
と
こ
ろ
に
落
ち
つ
く
、
債
格
と
平
均
費
用
と
の
関
係
は
市
場
の
不
完
全
な
る
性
質
を
如
何
に
解
す
ベ

き
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

れ
ロ
ッ
ド
に
於
て
も
、

ロ
ピ
ン

y
ン
に
於
て
も
、
不
杢
競
争
に
於
け
る
債
格
の
落
ち
つ
く
所
は
、
平
均
費
用
曲

線
、
需
要
曲
線
の
相
切
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
結
果
に
到
達
す
る
魚
に
は
、
新
に
入
り
こ

U
企

業
の
競
争
が
問
題
と
す
る
企
業
に
典
へ
ら
れ
に
る
需
要
曲
線
含
低
下
5
せ
る
、

2
一
目
ふ
前
提
が
j
h
v
v
入
れ
ら
れ
て

ゐ
る
。
け
れ
ど
も
一
日
一
、
新
し
き
企
業
の
蹴
出
?
を
と
り
λ
れ
て
有
ふ
る
な
ら
ば
、
附
し
て
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
超
過

利
潤
の
消
失
を
論
結
す
る
な
ら
ば
、
更
に
進
み
て
、
生
産
が
更
に
費
用
最
小
動
ま
で
蹟
張
き
る
る
こ
と
を
否
定
し

得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
卸
ち
、
競
争
の
可
能
が
一
旦
認
め
ら
る
る
以
上
は
、
何
れ
か
の
企
業
が
最
小
設
用
ぞ
以

て
生
産
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
否
定
し
が
た
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
競
争
に
よ
っ
て
他
の
企
業
か
ら
需
要
の
奪
は
る

る
可
能
の
存
す
る
こ
と
を
認
h
u

る
以
上
、

一
の
企
業
に
於

η
る
限
界
費
用
限
界
枇
入
の
相
等
し
き
賄
は
い
よ
い
よ

左
に
移
り
、
債
格
は
愈
ミ
高
〈
な
る
、
需
要
は
愈
ミ
奪
は
る
る
結
果
と
な
る
ョ
而
し
て
最
小
費
用
に
於
て
生
産
を
試

み
た
る
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
需
要
を
吸
牧
し
う
る
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
市
場
の
不
完
全
の
偲
定
の
中
に
競
争
?
と

り
こ
か
と
き
に
は
、
こ
れ
必
然
の
結
論
で
あ

h
、
而
色
、
ぞ
れ
は
同
時
に
市
場
の
不
完
杢
ぞ
れ
自
瞳
の
否
定
と
も

な
る
。
故
に
、
卒
均
費
用
と
需
要
曲
線
と
の
相
切
す
る
場
合
は
競
争
の
結
果
、
と
し
て
よ
り
も
、
典
へ
ら
れ
た
る
需

要
の
結
果
と
し
て
生
守
る
こ
と
、
他
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
見
る
外
は
な
い
。
市
場
の
不
完
全
は
あ
く
ま
で
他

企
業
の
侵
入
、
競
争
を
許
さ

.5
る
限
り
に
於
て
の
み
、
不
完
全
で
あ
る
と
見
玄
る
を
得
ぬ
。



七
三
坊
位
勺
ジ

か
〉
る
結
論
を
さ
け
よ
う
と
す
る
嬉
に
は
、
市
場
の
不
完
全
性
に
つ
い
て
、
真
に
一
段
の
分
析
を
加
へ
ね
ば
な

ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
他
の
企
業
の
競
争
如
何
に
拘
は
ら
や
，
、
共
企
業
に
奥
へ
ら
る
る
需
要
部
分
と
、

き
う
で

な
い
部
分
と
を
分
ち
、
更
に
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
債
格
の
差
異
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
と
、
此
企
業
か
ら
奪
は

る
る
か
を
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
此
企
が
途
行
さ
れ
ぬ
以
上
、
不
全
競
争
の
開
論
は
精
確
と

ま
よ
り
尋
よ
、

o

p
u
v
p
J
1
1
ノ
J
T
E
P
J
P
K

五

私
は
今
ま
で
、
岡
山
界
収
入
の
一
概
念
が
如
何
に
重
要
な
る
役
目
を
管
な
か
を
見
た
υ

例
へ
ば
、
ヶ
ン
プ
リ
J

ツ

ヂ

慌

に
踊
す
る
人
に
ち
の
不
全
競
争
埋
論

k
あ
と
づ
け
る
と
、
}
れ
は
h
J
l
A

印
ち
平
均
枚
入
の

H
i
l
l
山

1
1
1似
の

大
き
と
し
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
債
格
は
つ
ね
に
こ
れ
が
限
界
費
用
に
相
等
し
き
勤
に
定
ま
る
。
自
由
競

争
の
場
合
に
於
て
は
1
一
e
が
零
で
あ
る
か
ら
、
限
界
費
用
と
債
格
と
が
相
等
し
い
。
完
全
猫
占
に
於
て
は
限
界
費

不
全
競
争
の
場
合
に
於
て
、

若
し
競
辱
4

8

ど
杢
〈
取
除
い
て
考
へ
う
る
な
ら

用
が
債
格
の
傍
で
あ
る
。
而
し
て
、

ば
、
債
格
が
ま
た
同
様
に
し
て
定
ま
る
。
若
し
競
争
が
と
り
入
れ
ら
る
る
な
ら
ば
‘
こ
の
傑
件
の
外
に
、
平
均
費

用
が
平
均
牧
入
に
等
し
い
と
云
ふ
健
件
が
加
は
る
。
た
Y
最
後
の
場
合
は
、
限
界
牧
入
と
卒
均
牧
入
と
の
一
致
せ

ざ
る
黙
に
於
て
、
自
由
競
争
の
場
合
と
こ
と
な
る
。

か
〉
る
立
場
に
於
て
は
.

つ
ね
に
一
企
業
の
需
要
を
切
り
は
な
し
て
、
こ
れ
と
費
用
と
の
闘
係
全
考
察
す
る
に

卦
し
、
ア
モ
ロ
グ
の
立
場
に
於
て
は
，
市
場
の
不
全
性
を
考
へ
ざ
る
が
故
に
、
祉
舎
の
金
需
要
と
費
用
と
の
闘
係

不
全
競
争
に
つ
い
て

第
三
十
九
巻

四
九

第
四
務

ヨ五



不
全
競
争
に
つ
い
て

第
=
一
十
九
谷

四
九

第
四
鉱

ムノ、

金
考
察
す
る
。
債
格
と
費
用
と
の
闘
係
に
闘
す
る
答
解
の
異
な
る
の
は
、
会
〈
共
結
果
で
あ
る
。
卸
ち

m
e
T
限
界

費
用
と
し
の
を
債
格
と
す
れ
ば
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
立
拐
に
於
て
は
ミ
目
、
l

J
で

J2に
封
し
、
ア
モ
官
。
ソ
の
立
場

に
於
て
は
ミ
H
W
l
k
r
h

で
め
る
。
而
も
此
形
式
に
於
け
る
相
違
は
何
等
質
賃
に
於
け
る
差
異
e

伊
}
意
味
し
な

向

h
ヘ
同

い
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
蓋
し
ア
唱
P

ゾ
の
前
提
の
下
に
於
て
は
限
界
欣
入
が
上
の
方
程
式
の
右
迭
の
形
を
と
る

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
モ
ロ
ゾ
の
立
場
に
於
て
も
、
債
格
決
定
の
根
本
原
則
〈
或
は
費
用
法
則
の
資
質
と
も
表
現
す
べ
き

で
め
ら
う
〉

は
賓
用

M
限
界
牝
入
に
等
し
い
と
こ
ろ
し
償
給
日
綜
ら
つ
く
l
L
い
ふ
こ
と
で
わ
る
。

1
2
r
i
)
恒

J
M

一
千
)

王
J
4
J
F
S
t
m
当
J
U
ス.

完
全
な
る
性
質
を
念
頭
に
置
い
て
、
種
々
な
る
揚
ム
口
の
債
格
に
統
一
的
な
る
説
明
を
輿
ふ
る
に
営
h
、

業
致
、
即
ち
供
給
者
数
の
一
定
に
重
き
子
置
き
、
他
方
は
市
場
の
不
完
全
に
重
き
を
置
き
わ
い
る
に
拘
は
ら
?
、
統

一
方
は
企

一
の
魚
に
選
べ
る
出
援
助
は
此
の
如
〈
共
通
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
産
業
の
企
業
が
少
数
一
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
格
'
Y

」
生
産
物
数
量
と
の
如

に
V
J

ア
司
ロ
グ
に
あ
っ
て
は
、

何
な
る
勅
に
落
ち
つ
く
か
に
つ
い
て
は
、
多
占
の
理
論
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
此
小
論
に
於
て
は
、

そ
れ

に
ま
で
立
ち
入
り
J

得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
到
達
し
う
べ
き
前
提
と
し
て
の
債
格
左
費
用
と
に
閲
す
る
根
本
原
則
を

述
べ
得
に
る
に
止
ま
る
。
三
人
の
調
占
、
郎
ち
複
占
の
理
論
を
明
に
し
、
進
み
て
多
占
の
理
論
を
明
に
す
る
こ
と

を
、
後
日
の
仕
事
と
し
て
置
か
う
。
(
昭
和
九
年
九
月
三
日
)


